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千 脚 揮: 大事卯輝■ 陣 中ナ引こl事?
･ T O M O D A C H lプ ログラム ･ 米 国ヰ大事鴨複幕■告

･ 基塀講漬 r 地域 における大学の 役割
一 世界の 潮流と日米の事例 -

J
■ グノレ ー プディスカッ ション ｢ 地壌における大事の役割とは? ｣

.ご 心 ､
､ ∴

●加朋 ■

学生 ･ 大学数稚月
N P O 稚 魚 ･ 行政職員

企業間係老 ･ 社会起業家零

午 嘩 ＼ ?

･ 基聯ホ漬｢ 災害復興に対する大学の取り組み｣

パ ネルディス カワ ション･ グル ー プディスカッ ション

｢ 大事 ･ 畢生は地蠣と連携して何ができるか ? J

2 01 4 年ア針礪晦 ･t
･

対 9 :3 0 ～ 1 8 :0 0
午前 一 千橡の龍 9 :3 0 - 1 2 :0 0 ･ 1 8 : 0 0 ～ 1 8 :0 0

要豊艶謡悪霊定法(地凰2 5 番)
★北大攣大攣眈絶済雫研究科 ･ 経済攣■
rrlr t O V a tJ O r1 8 1 n C ivI c P a H ] d p

a丘O n / T O M O t) A C H l イ ニ シアチ フ

在札幌米毘総領事館 . 王北大肇幕度数暮教▼ ･ 畢 生支檀穐 れ 井 北大筆 述際交流躊

仙台市 ､ 河北断鴫杜 ､ 復興大華災書ボランティア ステ
ー

ション

大草Ⅶ止 携災書ポうンテ ィアステーション ､ 特定 非苦 利話勤法 人せんだい ･

み やぎN P O センタ ー 虚

~剖 お申し込 み はこちらから
先着順 定員: 午前 ･ 午後 各g o 名
(定員に達し次第締切らせて いただきます) 吐 蜘 / W o v 触G ニイ

お問合せ 担当: 東北大学 非営利継l 榊 ( 西出) ゼミナ
ー ル b2 8 b lO ユ8 鮎 t d 血 b

幹招 は 西出ゼミF 血 ペ 瑚 ､らご覧い ただけます 巧 出ゼミ F 軸
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開会挨鉄 夫北大学 植木俊哉 来t 機 穆: 在札暢米国総領事館 セオドア ･ ディ ー

ル氏 i

l . T O M O D A C H l プロ グラム ･ 米臨機欝報告:2 月 にア メリカを訪問した東北大学の西 !

■

l

出優子と玉 川辛が､ アメリカの 大勢 竿生の市民活勧と社会的起業の丘斬トレンドに
1

i: 2 ･ ヲ讐扶
･

踪㌫認諾設讐㍑誓漂警濫豊諾蒜昆
促進する取り組み に つ い て ､

エ イミ
ー ･

コ
ー エ ン 氏 に講漬してい た だきます｡ 最 後に

1 芸芝竺篤志詑豊
からの 批 向けた … れ 地 凱 おける大学の 投!

グル ー プディスカッション: 大学機網の目的を速成するた めの 戦略の 一 つ として ､ 大
草 はどのように市民活動に関わるべきかを●血書同士 で 陣諭します ｡

間食挨拶こ東北大学総長 里見進

1 . 暮慎■漬: アメリカ南部に深刻な被書をもたらした ハリケ ー ン ■ カトリ ー ナをは じめとし

た多様な災害に 対し､ 米国の 大学が ど の ように 地域を巻き込 ん で復興活動に取り組

ん できたかに つ い て エ イミ ー t

コ
ー

エ ン 氏に 講演して い ただきます｡ ｢ 災害復興J を
キ ー

ワ
ー ドに

､ 災害時 やその復興に向けて大字が い かに 行動し､ どの ような役割を
果たしてきたの かを学びます｡

2 .
パ ネル ディスカッション: コ ー

エン 氏 ､ 大禰蟻介氏､ 菊池遼 の 3名をパ ネリストとして ､
N P O の設立や 学生ボランティアを巻き込んだ事業1 開､ 筆塵 による市民三舌勤と行

政や企業との 連携など､ 様々 な事例を柑介し､ 大学 は地域と連携して 何がで きるか

につ い て議論します｡ ( モ デレ ー タ ー

: ス ー ザン ･ ス トラウド氏)

3 . グル ー プディスカッションこいくつ か の グル ー プに分か れて 蓼加 者が地域千献や市民
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活動の促進に向けた鴇輪を通し､ 次に 向けた アクション ･ プランを考 えます｡

※ 当日の プロクうム には 若干 の虔ミが 生じ忘可拉位が あります ｡
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孟貰憲 護 憲還買警戒誓震妄㌶妄語温き諾法認:言詣認諾諾
午後の■漬: アメリカ南部l= 濃鋼な♯暮をもたらした ハ リケ ー

ン
･

カトリ
ー ナをは じめとした多様な災書に対し､ 米国 の大学がどのように地域を巻き込ん

で復興活軌 こ取り組 んできた か につ い て エ イミ ー t

コ
ー

エ ン 氏にホ漬してい ただき雷す｡ r 災書復興Jをキ ー

ワ
ー

ドに ､ 災害時やその 復興に 向けて大挙が
い か に行動し､ どの ような役割を果たしてきたのか を事びます

｡

パネル ディス カッション= コ ー エ ン 氏 ､ 大積▲介丘､ 菊池遼 の3 名を′くネリストとして ､
N P O の股立や 学生 ボラン ティアを巻き込んだ事業よ開 ､ 雫生によ

る市民活動と行政 や企業との連携など､ 様々 な事例を紹介し､ 大攣は地域と連携して何ができるか につ い て檀諭します｡

( モ デレ ー タ ー

ニス ヤ サン ･ スーラウド氏)

_ _ ■ h 鮒
‥ ′

ジョ ー ジ ･ ワシントン大半 市民活 動 ･

公共 サ ー ビスセン タ
ー

長 ｡ ワシン トンD C

におい てコミュ ニ ティサ ー ビ ス 闇並 の市
政 や 地壌開発に関わっ てきた ｡

サ ー ビスラ ー ニ ン グの 連邦政 府プロ グ
ラムで あるう ー

ン
･ ア ンド ･ サ ー フ ･ アメリ

カ やペ ン シ ル ヴア ニ ア 大学 ､ 全米 ユ
ー

ス
･ リ ー ダ ー シ ップ 協濾会 ､ セ

ー ブ ･

ザ
･

チ ル ドレ ン 零に携わっ てきた ｡ 地域千緻
や グロ ー

′くルリ ー ダ ー

､ 起業青書の 人
朝 育成を市っている｡
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ln n 8 伯山o n 血 Ci v■C P a n ■C IP a b o n

(1 C P) の創設者
･ 代 最

｡
世 界各地 におい

て革 新 的 で檀第 な欝■の 支嬢や 市 民

書加 プ ロ グラ ム の 綱集を行 っ てい る ｡

【C P 股立前ほ ホ ウイトハ ウス に おける上
級■同書を歴 任｡
A m e ｢iC o 叩 S ､ キャン パス ･ コ ン/ くクト ､

世 界3 20 の 大 半が加 盟す るタロ ウ ー ル ･

ネ ットワ
ー

クの ■投書 ､ 世 界の 大 半
･

畢

生 の 市民活 動を促正 する津々 な旦 ●の
立 ち上 げや 仕組み 化 に加わ ってきた｡

∴/ ! 三∴

在札 幌米皿 総≠事せ広 ■▼ 文 化 交流
担 当領事｡ 2 0 1 3 年 8 月に 在札蠣米■拙

句▼ ■に書任 . 以憫は ､
ベ トナム のホ ー

チミン ･ シテ ィに て 広t
･

文 化安濃担 当
■●代 理 お よび 劃儀事 .

ワシ ントン D C

の イラク恥 こて政治 担当T として勤務b

四糟番人 省飢は ､ 攣補およぴ1 文化
コ ンサ ルティン グ に従事し､ 戴 疇人 ■交
■プロ グラム にて4 年間東 京で過ごした

♯■ もあ る ⊂ 本 ワ ー クショツブに て
､ 来賓

捧持 ･ クロ
ー ジン グコメントを行う｡

N P O ■人アスイク■牡● ･

代 喪理事む

■■簡出■. 細 大攣 掌
｡
株式会 社リ

クル ー トマ ネジメントソ1｣ ユ ー ションズ の

コン サ ルタン トとして ､ 大手企 集に対 す
る組■間魔 のコ ンサル ティン クに往事L
た扶 . 2 0 1 0 年3 月に 独立 (. ソ

ー

シャ ル ビ

ジネ ス の 紀♯支援や ネットワ
ー

ク形 成プ

ロジェ クトを担ってきた ｡

ま災に 遭遇し . アス イクを設立 ｣ 汝立
から現 在ま での3 年間 で ､ 4 00 人 以上 の

ボラン ティアとともに 活動してきた
｡

ご

_
1 ､

.
ゝ

.
て
二

一
ノ

r

用 量挨拶= 午前は東北大掌理事植木機 軸 職 軌 ､たします｡ 午 後は薫北大学総長里見進が挨拶し､ 兼北大筆の地域連携政策や震災復興 へ の取り

ぷ芸?E諾誓芸謎空
事 緻 2 月にア メリカを 肌 た 批 大学の 西 出 帆 玉 脚 ､

ア メリカの 大字 ･ 学生の 市民 批 社会的起業

続本 塩哉

景 北 大学 理 事( 稔

粍
･

明暗長開 t 蒙樺 ■

富 改 革 担 当 h 末 筆
間交流協定の ♯絶や

世 界 の 主書大半が ●

加 するコ ンソ ー シアム

に おける積 極的 な活
動讐 に より ､ ★ 北大
筆の グロ ー

/ くル ･ ネッ

トワ ー

クの 群 集に t
♯してきた っ

★ ワ ー

クショツブlこ

て午■の ■●横穆を
行う.

★ 北大 攣大 字償欄

満芋研究孝ヰ 兼教練｡

非富利鵬■■や ■書
ゼ ミr 地 犠牲■とボラ
ン テ ィア 活戯｣ を担 当

N P O の 軽普 や 人 材

雷成 ､ ソ
ー シャ ル キャ

ピタ ル と市 民 社 食な
どが 教書

･

研 究
･

■ ♯
の テ ー

マ
｡
N P O 法 人

せ ん だ い ･ み や ぎ
N P O セン タ ー 糧事 ,

苧 ｢~

2 01 2 年司月 ､ ★ 北大 掌

軽 蔑に 覿任 ｡ よ 災 時 に

は ､ 薫北大 竿■院曇とし

て陣頭指揮を触り ､ 地域
医 療 の 中描として全 訂
の■院とも■繊した鑑 ■
支腹吉行 なっ た

,

現 在 は 里 見ビジョン と
して七 つ の プロ ジェ クトを

掲げ ､ 社 食1 構 ､ 震災 慎

興 ､ 地上■に 積ざした 社

会 ･ くらしの ■ 生 の 促 1

事に 力を注 いでい る｡

本 ワ ー クショ ップ に て

午後の研摩挨拶を行う｡

東北 大学 大 肇院繰

済 華 研究利 博士 繹

程 前期 一 年 ｡ 事義金

社勤務後 ､ N P O 法人
E TJC. にて人 材を通じI 左
~
嘉亡あ嘉i 盲i諒
支檀に払 ■

そ の 後 ､ 社 食 事 暮
の 立 ち 上 げ蠣を緑て
研究の 世界 へ

｡ 研究
の テ ー

マ は ソ ー シ ャ

ル キャ ピタル( 社会 関
係責本) ｡

､
･ 二r

ム

1 北 大攣■塵教義

t ▼ ･ 攣生 玉 檀■ 構

慮外 ･ ボ ランティア 議
勤 王d セ ン タ ー の セ

ンタ ー 1 を霞 める
｡

騨 外 活 動 ､ ボ ラ ン

ティ ア話 勘の 促進を
図 るプロ グ ラム の 別
条を行 っ てい るぅ

本ワ
ー

クショップ に

て午 れ の 細浦を行 う

東 北大 学 大著枕蛙
漢学研 究科 博 士群

l 程前姻 二 年 , 書 災捜
にN P O の 1 蔓性を知
り ､ 壌 在 はN P O 法人
の 財政同属に闇 する

研究をしてい る ｡

研 究活 動以 外lこも ､

T E D x T o h o k リ ､ N P O

法 人メディア
ー

ジ ､ 被

災地 で の ス タデ ィ ツ

アー企飽
一

連筈など ､

牢 内外 で豊 北の 活 性
化 を国 る活 取 に■広
く蔦わ っ ている｡


